
三

専
攻
学
科
目　

労
働
経
済
学

生　

年　

月　

昭
和
四
七
年　

一
月

略　
　
　

歴　

平
成　

六
年　

三
月 

東
京
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

同　

一
二
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

一
二
年　

三
月 
博
士
（
経
済
学
）

同　

一
二
年　

四
月 
東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
講
師

同　

一
三
年　

四
月 

東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同　

一
三
年　

九
月 

米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
（
平
成
一
五
年
三
月
ま
で
）

同　

一
七
年　

四
月 

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
助
教
授

同　

一
八
年　

九
月 

米
国
イ
ェ
ー
ル
大
学
客
員
研
究
員
（
平
成
一
九
年
二
月
ま
で
）

同　

一
九
年　

四
月 

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
准
教
授

同　

二
二
年　

四
月 

経
済
協
力
開
発
機
構
（O

EC
D

）
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

同　

二
七
年　

四
月 

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

令
和　

二
年　

六
月 

経
済
協
力
開
発
機
構
（O

EC
D

）
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
令
和
三
年
六
月
ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

神か
ん　

林ば
や
し　
　
　

龍り
ょ
う



一
一

博
士
（
経
済
学
）
神
林　

龍
氏
の
『
正
規
の
世

界
・
非
正
規
の
世
界
─
現
代
日
本
労
働
経
済
学

の
基
本
問
題
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

現
代
日
本
の
労
働
問
題
は
、
年
金
や
介
護
と
並
ん
で
今
も
っ
と
も
活
発
に
議

論
さ
れ
て
い
る
分
野
で
、
最
低
賃
金
、
労
働
契
約
期
間
の
上
限
、
労
働
時
間
規

制
撤
廃
、
あ
る
い
は
労
働
者
派
遣
法
の
是
非
な
ど
、
個
別
事
象
の
実
証
研
究
は

数
多
く
、
政
策
提
言
を
含
め
れ
ば
実
に
多
く
の
著
作
と
論
稿
が
出
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
個
別
労
働
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
「
部

分
と
全
体
の
関
係
が
整
序
さ
れ
ず
」
に
な
さ
れ
て
き
た
と
い
う
の
が
神
林　

龍

氏
の
問
題
意
識
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
本
書
は
、
過
去
三
〇

年
の
変
化
を
両
大
戦
間
の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
の
流
れ
の
な
か
に
お

き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
代
日
本
の
労
働
市
場
の
全
体
像
を
提
示
し
、
そ
の
変

容
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
異
彩
を
放
つ
大
著
で
あ
る
。

本
書
（『
正
規
の
世
界
・
非
正
規
の
世
界
─
現
代
日
本
労
働
経
済
学
の
基
本

問
題
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
は
三
つ
の
パ
ー
ト
に

分
か
れ
、
全
一
一
章
か
ら
な
る
。
戦
前
・
戦
時
期
を
対
象
と
し
た
二
つ
の
章
か

ら
な
る
第
一
部
は
、
公
営
と
民
営
の
職
業
紹
介
を
題
材
に
、
国
家
総
動
員
体
制

以
前
の
、
文
字
通
り
に
自
由
だ
っ
た
戦
前
の
労
働
市
場
の
な
か
で
、
政
府
介
入

の
数
少
な
い
手
段
で
あ
っ
た
職
業
紹
介
事
業
は
制
度
的
欠
陥
を
有
し
て
お
り
、

機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
し
か
し
、
総
動
員
体
制
下
で
は
移

動
統
制
が
導
入
さ
れ
、
結
果
と
し
て
士
気
と
生
産
性
の
低
下
が
お
き
、
そ
れ
へ

の
対
応
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
制
度
や
組
織
、
と
く
に
産
業
報
国
会
が
日
本
的
雇

用
慣
行
の
起
源
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
長
期
雇
用

と
年
功
賃
金
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
戦
後
の
日
本
的
企
業
シ
ス
テ
ム
を
政

府
に
よ
る
制
度
設
計
の
産
物
と
解
釈
す
る
の
は
短
絡
で
あ
る
。
事
実
は
、
産
業

報
国
会
が
事
業
所
内
で
労
使
間
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
ざ
る
を
え
な

い
制
度
で
あ
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
長
期
雇
用
と
年
功
賃
金
の
原
型
が
で
き

あ
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
神
林
氏
は
考
え
る
。
こ
の
労
使
自
治
の
経
験
が

戦
後
改
革
に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
、
高
度
成
長
期
に
日
本
的
雇
用
慣
行
と
し
て
確

立
さ
れ
た
と
い
う
の
が
同
氏
の
見
取
図
で
あ
る
。

書
物
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
第
二
部
は
、
正
規
雇
用
の
安
定
と
非
正
規
雇

用
の
不
安
定
の
間
の
「
不
釣
合
い
な
」
関
係
が
主
題
で
あ
る
。
第
三
–
四
章
は

戦
後
の
就
業
構
造
基
本
調
査
、
賃
金
セ
ン
サ
ス
等
、
各
種
調
査
統
計
を
も
と
に
、

利
用
可
能
な
場
合
は
個
票
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
分
析
が
進
め
ら
れ
、
い
く
つ
か

の
興
味
あ
る
発
見
事
実
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
正
規
就
業
者
の
一
八
–
五

四
歳
人
口
に
し
め
る
比
率
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
バ
ブ
ル
期
に
い
っ
た

ん
上
昇
し
た
後
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
低
下
し
、
そ
の
後
は
安
定
し
て
い
る



一
一

こ
と
、
大
学
卒
勤
続
五
年
以
上
と
い
う
企
業
の
中
核
労
働
力
の
一
〇
年
残
存
率

が
一
九
九
〇
年
以
降
も
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
、
非
正
規
就
業
者
が
労
働
人
口

に
し
め
る
割
合
は
増
加
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
増
加
は
正
規
の
減
少
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
営
業
部
門
の
縮
小
に
見
合
っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、「
労
使
自
治
」
が
正
規
の
世
界
の
原
則
で
あ
っ
た
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
。
第
五
章
で
は
、
解
雇
権
濫
用
お
よ
び
就
業
規
則
変
更
に

か
ん
す
る
司
法
の
判
例
か
ら
労
働
法
と
正
規
の
世
界
の
関
係
を
探
る
。
法
律
が

ど
う
運
用
さ
れ
て
き
た
か
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
裁

判
所
も
判
決
を
通
じ
て
労
使
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
こ
と
に
よ
り
労

使
自
治
の
慣
行
を
支
え
て
き
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
労
使
が
合
意
し
た
社
内

規
範
に
抵
触
し
な
い
か
ぎ
り
、
賃
金
減
額
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
解
雇
も
認
め

ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
正
規
の
安
定
と
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
な
い
非
正
規
雇
用
の
膨
張
と
い
う
、
並
存

現
象
の
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
第
二
部
を
締
め
く
く
る
。

第
三
部
で
は
、
賃
金
格
差
と
仕
事
の
二
極
化
を
取
上
げ
（
第
六
–
七
章
）、

非
正
規
の
世
界
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
自
営
業
衰
退
の
理
由
を
検
討
し
（
第
八

章
）、
制
度
面
で
は
最
低
賃
金
制
度
と
労
働
者
派
遣
法
と
を
吟
味
す
る
こ
と
に

よ
り
（
第
九
章
）、
正
規
と
非
正
規
の
間
に
み
ら
れ
た
相
異
な
る
趨
勢
の
背
景

を
探
り
、
か
つ
忍
び
よ
る
第
三
者
介
入
の
様
相
を
解
明
す
る
。
賃
金
の
分
析
か

ら
、
格
差
拡
大
が
生
じ
て
い
た
の
は
年
齢
・
勤
続
・
最
終
学
歴
に
よ
っ
て
定
義

さ
れ
た
属
性
を
同
じ
く
す
る
グ
ル
ー
プ
内
で
あ
っ
た
こ
と
、
仕
事
の
分
析
か
ら

は
定
型
タ
ス
ク
の
減
少
と
非
定
型
タ
ス
ク
の
増
加
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
前
者

か
ら
は
労
使
自
治
の
下
で
高
賃
金
を
維
持
で
き
た
事
業
所
の
存
在
が
浮
か
び
上

が
り
、
後
者
か
ら
は
、
非
正
規
の
膨
張
が
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
処
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
非
定
型
タ
ス
ク
の
増
加
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、「
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
技
能
と
関
連
し
、
一
貫
し
て
増
加

し
つ
つ
あ
る
相
互
関
係
的
非
定
型
タ
ス
ク
と
、「
サ
ー
ビ
ス
志
向
」
で
、
賃
金

成
長
と
無
関
係
に
増
加
傾
向
に
あ
る
身
体
的
非
定
型
タ
ス
ク
の
う
ち
、
と
く
に

後
者
は
非
正
規
の
増
加
と
相
関
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
日
常
反
復
的

定
型
タ
ス
ク
の
趨
勢
的
減
少
は
、
自
営
業
衰
退
と
非
正
規
増
加
と
い
う
基
調
を

生
み
出
し
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
神
林
氏
自
身
が
認
め
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
検
討
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
営
業
衰
退
・
非

正
規
増
加
の
趨
勢
と
賃
金
格
差
拡
大
・
タ
ス
ク
二
極
化
と
の
間
に
あ
っ
た
は
ず

の
具
体
的
な
因
果
連
関
は
明
ら
か
と
な
っ
て
な
い
。

制
度
面
で
は
最
賃
制
と
派
遣
法
と
が
吟
味
さ
れ
、
労
使
自
治
を
超
え
た
と
こ

ろ
で
働
く
第
三
者
（
行
政
・
司
法
の
み
な
ら
ず
、
労
働
市
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
登
場
す
る
労
使
以
外
の
主
体
）
の
影
響
の
芽
を
探
る
。
今
後
の
見
通
し
に

か
ん
し
て
は
、
自
営
業
セ
ク
タ
ー
縮
小
の
実
態
が
判
明
し
な
い
こ
と
、
ま
た
派

遣
法
の
制
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
派
遣
労
働
者
の
数
が
あ
ま
り
増
加
し
て
い
な
い



二
二

こ
と
か
ら
強
い
結
論
を
控
え
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
や
が
て
第
三
者
の
介
入
が

大
き
く
な
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
現
代
日
本
の
労
働
市
場
を
最
先
端
の
労
働
経
済
学

研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
多
角
的
か
つ
長
期
に
わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を
丹
念
に
収

集
、
観
察
し
、
幾
多
の
興
味
深
い
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
を
提
示
し
た
労
作
で

あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
非
正
規
増
加
の
主
要
因
が
正
規
か
ら
の
脱
落
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
実
証
し
、
賃
金
の
格
差
構
造
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
に
タ
ス
ク

分
析
を
導
入
し
て
二
極
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

加
え
て
、
労
使
自
治
と
第
三
者
の
介
入
と
い
う
対
比
を
軸
に
労
働
経
済
の
基
調

と
そ
の
変
化
を
分
析
し
よ
う
と
い
う
視
点
も
斬
新
で
あ
る
。
問
題
意
識
の
大
き

さ
ゆ
え
に
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
部
の
主
要
な
観
察
が
二
〇
〇

七
年
で
止
ま
っ
て
い
た
の
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
神
林

氏
自
身
が
二
〇
一
二
年
ま
で
延
長
し
た
分
析
を
行
い
、
大
卒
勤
続
五
年
以
上
被

用
者
の
一
〇
年
残
存
率
、
お
よ
び
非
正
規
割
合
と
自
営
業
割
合
の
負
の
相
関

に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
で
も
特
段
の
変
化
は
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
自
営
業
衰
退
と
非
正
規
増
加
の
統
計
的
相
関
の
背
後
に
ど
の
よ
う
な

実
態
が
あ
る
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
問
題
提
起
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
労
働
経
済
学
の
、
そ
し
て

ま
た
近
現
代
日
本
経
済
史
の
実
証
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
し
、
か
つ
労
働
市
場

に
お
い
て
今
起
き
て
い
る
動
き
に
つ
い
て
も
斬
新
な
仮
説
と
新
た
な
分
析
視
角

を
提
供
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
実
証
・
理
論
・
歴
史
を
総
合
し
た
、
こ
の
よ

う
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
著
作
は
日
本
学
士
院
賞
に
値
す
る
。

主
要
研
究
業
績

著
書

1
．『
雇
用
社
会
の
法
と
経
済
』（
荒
木
尚
志
、
大
内
伸
哉
、
大
竹
文
雄
と
共
編
著
）、
有

斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
。

2
．『
解
雇
規
制
の
法
と
経
済
─
労
使
の
合
意
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
解
雇
ル
ー

ル
』（
編
著
）、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
。

3
．『
日
本
の
外
国
人
労
働
力
─
経
済
学
か
ら
の
検
証
』（
中
村
二
朗
、
内
藤
久
裕
、
川
口

大
司
、
町
北
朋
洋
と
共
著
）、
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

4
．『
正
規
の
世
界
・
非
正
規
の
世
界
─
現
代
日
本
労
働
経
済
学
の
基
本
問
題
』
慶
應
義

塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
。

日
本
語
論
文

1
．「
国
営
化
ま
で
の
職
業
紹
介
制
度
─
制
度
史
的
沿
革
」、『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第

四
八
二
号
、
一
二
–
二
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
。

2
．「
等
級
賃
金
制
度
と
工
女
登
録
制
度
─
製
糸
工
女
労
働
市
場
の
形
成
─
」、
岡
崎
哲

二
編
『
取
引
制
度
の
経
済
史
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
六
一
–
二
三
五
頁
、

二
〇
〇
一
年
。

3
．「
民
営
紹
介
は
公
営
紹
介
よ
り
も
「
効
率
的
」
か
─
両
大
戦
間
期
の
デ
ー
タ
に
よ
る

検
証
」、『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
三
六
号
、
六
九
–
九
〇
頁
、
二
〇
〇
五
年
。

4
． 「
日
本
の
解
雇
規
制
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
一
考
察
」、
大
塚
啓
二
郎
・
東
郷　

賢
・

浜
田
宏
一
編
『
模
倣
型
経
済
の
躍
進
と
足
ぶ
み
─
戦
後
の
日
本
経
済
を
振
り
返
る
』

所
収
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
〇
九
–
一
三
二
頁
、
二
〇
一
〇
年
。

5
．「
日
本
に
お
け
る
名
目
賃
金
の
硬
直
性
（
一
九
九
三
–
二
〇
〇
六
）
─
疑
似
パ
ネ
ル

デ
ー
タ
を
用
い
た
接
近
─
」、『
経
済
研
究
』
第
六
二
巻
四
号
、
三
〇
一
–
三
一
七
頁
、



二
二

二
〇
一
一
年
。

6
．「
労
働
者
派
遣
法
の
政
策
効
果
に
つ
い
て
」、『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
六
四
二
号
、

六
四
–
八
二
頁
、
二
〇
一
四
年
（
水
町
勇
一
郎
と
共
著
）。

7
．「
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
長
期
雇
用
慣
行
の
動
向
」、『
経
済
研
究
』
第
六
七
巻
四
号
、

三
〇
七
–
三
二
五
頁
、
二
〇
一
六
年
（
加
藤
隆
夫
と
共
著
）。

8
．「『
就
業
構
造
基
本
調
査
』
に
み
る
賃
金
格
差
─
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
と

の
比
較
か
ら
」、『
統
計
』
第
六
八
巻
七
号
、
七
–
一
三
頁
、
二
〇
一
七
年
。

9
．「『
正
規
の
世
界
・
非
正
規
の
世
界
』
の
そ
の
後
」、『
経
済
研
究
』
第
七
〇
巻
一
号
、

一
–
二
九
頁
、
二
〇
一
九
年
。
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